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　関場先生に初めてお目にかかりましたのは私が大学在学中でした。先生は私
達に西洋経済史を教えて下されましたので，御専門は西洋経済史と思っており
ましただけに，旧制大学院に入学し，先生の研究室に御挨拶に伺いました折
「私も統計学が専門だが，とりわけ人口統計学を研究している。君は経済統計
学を勉強したいとのことだが大いに頑張るよう」と激励して下されましたので，
その時はじめて先生が統計学の研究者であることを知り，自分自身の浅学を恥
じると同時に，これからは先生にも御指導いただけると心強く思いました。
　私の助手時代，関場先生は独外書も担当しておられましたが，「独語を勉強
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したいなら，私の授業に出席して差支えない」といって下されましたので，学
部の授業に出席させていただいたことを思い出します。その時の受講者の一人
として，現在体育課長の鈴木さんも居られたと記憶しております。
　講師（専任）に昇格すると，週三コマ以上担当しなけれぽなりませんが，当
時は助教授以上でなけれぽゼミナールを担当することは出来ませんでしたし，
少なくとも自分の専門科目を教えなければなりませんでした。ところで，私の
指導教授の藤本幸太郎先生は商学部の教授であると同時に政治経済学部の兼担
教授でしたが，政治経済学部においては一コマしか担当しておられませんでし
たので，その一コマを私に下されますと，政経学部から籍がなくなってしまい
ますので私に下されることは出来ませんでした。心配された関場先生は，当時
担当されておられた何コマからの内，農学部の統計学の授業を下されましたの
で，最低限の三コマ，それも専門の統計学を含めて担当することが出来ました
ことを今でも深く感謝しております。私が先生にとりわけ感謝しておりますこ
とは，昇格の度毎に推薦人になって下されたことです。
　昭和36年の暮だったと思います。当時の駒澤大学商経学部長だった森荘三郎
先生一私の学生だった時，兼任講師として経済学を教えてくだされた先生一か
らお呼びがあり，先生の御宅を訪ねましたところ「関場先生には今まで駒澤大
学で統計学を担当（兼任講師として）していただいたが，本務校で学部長にな
られ，忙がしいので今年度限りでやめられたいとのこと故，その後を君が担当
してもらいたい」とのこと，後日関場先生からも「自分のかかわりに担当して
もらいたい」とのお話しがありましたので快諾しました。爾来30年弱駒澤大学
の兼任講師としての籍をもっておりますが，私が初めて他大学での教壇に立つ
ことが出来ましたのも，関場先生のおかげです。
　関場先生の停年が間近になられたある日，先生は私達5，6人を呼ぽれまし
た。何の御用かと思いましたら，突然墨と硯それに筆を出され「好きな字を筆
で書くよう」にとのことでしたので，その趣旨もわからぬまま各人が書きまし
た。全員が書き終りましたら，一枚一枚御覧になられた先生が，そのうちの一
枚を取り上げ，「これは誰れが書いたのか」と言われましたので「私です」と答
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えますと，「近く非常勤になるので書道部長も辞めなけれぽならない，後任は
君に頼む」とのことでした。何故私が選ぼれたのか皆目判りませんでしたので
その理由をお尋ねしましたところ，運動部に例をとられ「もし部長がある程度
の知識をもっていると，練習を見ていてつい部員に注意してしまうようになる。
その注意が監督やコーチの意見と同じであれぽよいが，もし違うと，部員はど
ちらの意見に従ってよいか迷ってしまう。ところが部長に知識がなけれぽ練習
をただ見ているだけで何等の注意もしないから，学生は監督やコーチの意見だ
けに従って練習をすればよい。書道部の場合も同じことが言える。今字を書い
て貰った中で一番習字の苦手は君だと思う。だから君が最適だと思ったからお
願いする」とのこと，そう言われますと，習字の下手なのは自他共に認めてい
ましたので，固辞することは出来ませんでした。
　ところで，関場先生はどなたも御存じのように，とても達筆でしたし，書道
部長として大学祭や和泉祭等には必ず作品を出展されましたが，私にはそれは
出来ませんので出展しなくともよいとの条件で，やむなく書道部長を引受ける
ことにしました。しかし，年が経ちますと，そのようなことは知らないのか，
部員が時折出展するよう依頼しに来ますが，そのような時，せめて人並みに習
字が書けたらと思うと同時に，とても達筆でした関場先生を羨やましく思いま
す。
　今机に向い「先生の想い出」を書いていますと，過ぎし日の先生のことがつ
ぎつぎに想い出されてなりません。京都での学会の時は，京都は初めての私に
街を案内して下され，その上御馴走までして下されましたし，東北地方に旅し
た時は，土産の品を買うためホームの売店で金を払っている途中に電車の扉が
閉まってしまい，一列車遅れて上野駅に着いた時先生が待っていて下されたこ
ともありました…。人口統計学と経済統計学との違いこそあれ，同じ統計学を
研究する私としては，関場先生には公私共に色々お世話になり，本当に有難と
うございました。厚く御礼申し上げると共に，心から先生の御冥福をお祈り致
します。
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